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１．活動状況について
標準仕様書の管理・改定
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水道事業者・ベンダ合同WG

 経済産業省様より水道標準プラットフォーム推進について、工業用水事業の状況について
のご説明をいただきました。

 IPA様より、事例集・ガイドブックの作成についてのご説明をいただきました。

水道事業者・
ベンダ

合同WG
開催概要

開催日：2023年7月28日（金）
参加者：正会員５７者
オブザーバ：厚生労働省、経済産業省、独立行政法人 情報処理推進機構
内容：
（１） 水道標準プラットフォームの推進に向けて （経済産業省 商務情報政策局）
（２） 水道情報活用システムの導入状況等 （厚生労働省：資料配布と挨拶代読）
（３） 水道情報活用システムの導入状況等 （経済産業省 経済産業政策局）
（４） 水道事業のデジタル化 （菅又副会長（一般社団法人 ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会））
（５） 水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定 （研究会事務局）
（６） 水道情報活用システム事例集・ガイドブックの作成について

（独立行政法人 情報処理推進機構）
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水道事業者WG

 水道事業者WGでは、鹿児島市様から運転監視システムの更新にあたり水道標準プラット
フォームを採用した事例の説明、ベンダ様から水道標準プラットフォームを活用した監視性
能評価、データ利活用したAIによる運転支援システムのご提案をいただき、オブザーバ参
加を含め153事業者が聴講いたしました。

水道事業者
WG

開催概要

開催日：2024年1月19日（金）
参加者：水道事業者：１５３事業者（会員２３、オブザーバ１３０）、関連団体：２団体

プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）水道情報活用システムの推進に向けて（経済産業省）
（２）データを利活用したAIによる運転支援システム（安川ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ株式会社）
（３）水道標準プラットフォームを利用した監視制御システムの再構築（鹿児島市水道局）
（４）道標準プラットフォームを活用した監視操作性能評価（アズビル株式会社）
（５）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）

単純更新費用17億円
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ベンダWG

 ベンダWGでは、新会長より水道事業のDX化の必要性について基調講演を行っていただき
ました。

 プラットフォーマーより標準インターフェイス対応を含めたFAQの説明を行い、水道標準プラッ
トフォームの理解促進を図りました。

ベンダWG
開催概要

開催日：2024年1月17日（水）
参加者：ベンダ：２８業者、プラットフォーマー：１業者
内容：
（１）水道情報活用システムの推進に向けて（経済産業省）
（２）基調講演 「水道事業におけるDX」（電気通信大学名誉教授 新 誠一）
（３）水道標準プラットフォームのFAQについて（株式会社ＪＥＣＣ）
（４）水道情報活用システム標準仕様研究会の活動概況と今後の予定（研究会事務局）
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アセットマネジメントＳＩＧ

 ミクロマネジメント分科会で整理し研究会HPで一般公開している水道施設台帳の整備項
目案は、公開から2年の意見募集期間を経て標準仕様書の「水道施設台帳システム/設備
台帳」のデータ項目に整理し、標準仕様書の改訂案を作成しました。

 マクロマネジメント分科会では、SIGリーダーより今後の進め方について、水道事業者様へマク
ロマネジメント業務のヒアリングを実施しており、整理事項を取り纏めると説明がなされ、メン
バーに了承いただいております。

改定前 改定後

データ項目区分名 38 297

■マクロマネジメントでの整理事項（案）の概要

目標耐用年数の設定方法

アセットマネジメント「簡易支援ツール」の活用

【水道事業者様の課題、要望等】
●更新計画の見直し頻度
●施設、設備、機器の目標耐用年数設定
●施設台帳データを利用した更新需要把握
●厚生労働省様作成の『アセットマネジメント「簡易支援
ツール」 』の活用

※追加でマクロマネジメントの実態をヒアリングし、整理事項
を精査していきたいと考えております。
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参考）災害対応と台帳整備

出所：東日本大震災上下水道シンポジウム 古米教授資料

出所：長崎新聞2024/1/24

＜中略＞
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料金・会計システムＳＩＧ

会計システム

参考イメージ（データ項目区分）

表番号・項目名称 改訂前 改定後 増減

表 6-5:固定資産台帳 55 64 9

表 6-6:工事台帳 29 38 9

表 6-7:決算 47 54 7

表 6-8:予算関連 12 21 9

表 6-9:執行（支払）関連 30 37 7

表 6-10:執行（調定、収入）関連 30 37 7

表 6-11:企業債 32 37 5

表 6-12:貯蔵品（物品） 26 35 9

表 6-13:固定資産償却明細 43 50 7

表 6-14:企業債償還明細 27 35 8

表 6-15:貯蔵品入出庫明細 32 41 9

表 6-16:仕訳 68 69 1

表 6-17:契約管理（案件情報） 33 35 2

表 6-18:契約管理（案件内訳情報） 14 16 2

表 6-19:契約管理（入札情報） 23 25 2

表 6-20:契約管理（入札業者情報） 21 23 2

表 6-21:契約管理（開札情報） 13 15 2

表 6-22:契約管理（契約情報） 22 24 2

合計 557 656 99

表番号・項目名称 改訂前 改定後 増減

表 6-29:水栓及び使用者情報 196 202 6

表 6-30:調定 127 134 7

表 6-31:収納 29 36 7

表 6-32:交渉記録 23 30 7

表 6-33:メータ在庫 12 19 7

表 6-34:メータ取付取外 33 40 7

表 6-35:還付 16 23 7

表 6-36:充当 15 22 7

表 6-37:発行管理 9 16 7

表 6-38:異動履歴 8 15 7

表 6-39:異動受付 9 16 7

表 6-40:分納誓約 12 19 7

合計 489 572 83

料金システム

 昨年度実施した標準仕様書改訂後にSIGメンバーから一部追加意見があったた
め、SIGを追加開催し、データ項目区分コードについて再整理を終了いたしまし
た。
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標準仕様書の改定（データ項目の再検討）

 アセットマネジメントSIG、料金・会計システムSIGにてご説明したデータ項目を更新した標準
仕様書の改訂案を審査委員会で承認いただきました。

 これにより、現時点での台帳・料金・会計システムの項目整理が完了しております。

参考イメージ（データ項目区分）

会計システム
表番号・項目名称 改訂前 改定後

表 6-5:固定資産台帳 55 64

表 6-6:工事台帳 29 38

表 6-7:決算 47 54

表 6-8:予算関連 12 21

表 6-9:執行（支払）関連 30 37

表 6-10:執行（調定、収入）関連 30 37

表 6-11:企業債 32 37

表 6-12:貯蔵品（物品） 26 35

表 6-13:固定資産償却明細 43 50

表 6-14:企業債償還明細 27 35

表 6-15:貯蔵品入出庫明細 32 41

表 6-16:仕訳 68 69

表 6-17:契約管理（案件情報） 33 35

表 6-18:契約管理（案件内訳情報） 14 16

表 6-19:契約管理（入札情報） 23 25

表 6-20:契約管理（入札業者情報） 21 23

表 6-21:契約管理（開札情報） 13 15

表 6-22:契約管理（契約情報） 22 24

合計 557 656

表番号・項目名称 改訂前 改定後

表 6-29:水栓及び使用者情報 196 202

表 6-30:調定 127 134

表 6-31:収納 29 36

表 6-32:交渉記録 23 30

表 6-33:メータ在庫 12 19

表 6-34:メータ取付取外 33 40

表 6-35:還付 16 23

表 6-36:充当 15 22

表 6-37:発行管理 9 16

表 6-38:異動履歴 8 15

表 6-39:異動受付 9 16

表 6-40:分納誓約 12 19

合計 489 572

料金システム

表番号・項目名称 改訂前 改定後

表 6-23:水道施設台帳システム 38 297

台帳システム
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アプリケーション一覧の公表

 研究会ホームページに水道標準プラットフォームとの接続確認が取れているアプリケーション一覧を公
開しました。

 現在も申請のご相談をいただいており、今後は接続確認済みベンダ様が増加していくと思われます。
 登録いただいたベンダ様には、WGなどの情報提供の場でご紹介いただく機会等の検討をしております。

https://www.j-wpf.jp/application/
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標準仕様書の改定（独自インターフェイスの暫定期間）

 ベンダ様によるアプリケーションの標準インターフェィス対応が普及・展開の途上であるため、暫
定的に認められている「独自方式（独自インターフェイス）」での接続について、標準インター
フェイス採用を促す策を講じることを前提に暫定期間を1年延長し2025年3月31日とする
ことで審査委員会にて承認を頂き標準仕様書の改定を行いました。

 審査委員会の審議において、標準インターフェイス対応の重要性のご指摘を頂いており、
2025年度以降の導入検討については標準インターフェイスを想定したご検討を進めてい
ただくことを推奨いたします。

運営検討部会

・独自インターフェイスを1年延長する標準仕様書の改訂要
求を行う。

・標準インターフェイスへの対応を推進するための活動を研
究会で行う。

標準仕様審査委員のご意見を踏まえた
標準インターフェイス利用の対応

 標準仕様書の条文の修正

 暫定期間終了後は標準インターフェイスでの検討
を推奨する旨の周知

 台帳システム、料金・会計システムのデータ項目の
整備

 標準プラットフォームとの接続確認済みアプリケー
ション一覧の公表

 ベンダーに対し、標準インターフェンス対応等につい
てフラットフォーマーより説明会を実施

ベンダー会員に標準インターフェイス対応に
ついてアンケートを実施

・ベンダー会員の9割が、標準インターフェイス対応が進んで
おらず、７割のベンダー会員が独自インターフェイスの暫定
期間延長を望んでいる。
・人員不足により対応が難しい。
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コミュニティ活動の開始

（１）コミュニティの目的

 水道情報活用システムのコンセプトを念頭に、更なる普及・利活用促進に向けて全体を
俯瞰し、会員同士で実務・運用上の課題等につき忌憚のない意見交換や議論を行う
場として活動をいたします。

 ただし、コミュニティは決議機関ではないため、研究会としての正式決定は、運営検討部
会やSIG等で行います。

（２）参加メンバー

 初期メンバーは、審査委員会委員を中心にスモールスタートとしましたが、来年度以降、
参加希望を随時受付けて参ります。

（３）コミュニティ開催実績

回 開催日 内容

第1回
2023年

7月
水道情報活用システムの普及に向けた課
題の意見交換。

第2回
2023年
12月

横河ソリューションサービス様からのご提案、
および、意見交換。
「水道情報活用システム 現状の問題点と
標準汎用I/Fを用いた課題解決について」

第3回
2024年

2月

下記横河ソリューションサービス様ご提案の
解決に向けた意見交換。
①NoSQLに対するデータ参照
②初期情報設定シートの記入簡素化
③データプロファイルの削減



www.j-wpf.jp

Copyright (C) 水道情報活用システム標準仕様研究会 All Rights Reserved.13

２．活動状況について
普及促進活動
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ミニウェビナー

 水道事業者の新任の方にも、水道情報活用システムを知っていただく機会を設ける
ことを目的に、議題をコンパクトにしたミニウェビナーを開催し、合計約230名の聴講
登録をいただきました。

日時：2023年4月13日（木）・4月18日（火）・4月26日（水）

◇プログラム◇（敬称略）

開会挨拶 水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一

講演「水道情報活用システムの導入状況等」
厚生労働省 医薬・生活衛生局 水道課 課長補佐 武田 正太郎

講演「水道標準プラットフォームの推進に向けて」
経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 課長補佐 沖藤 圭祐

講演「水道事業の現状と経営指標等の経営分析」
元 岩手中部水道企業団 局長（研究会副会長） 菊池 明敏

説明「水道標準プラットフォームについて」
株式会社 ＪＥＣＣ 取締役 営業統括副本部長 石﨑 洋

閉会挨拶 水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一
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ウェビナー

 『水道デジタル化の最新動向から未来の水インフラを展望する』と題し、セミナーを開催し、
登録者約600名と、今年も多くの方にご視聴いただきました。

 石井委員長に基調講演、ディスカッションでのコメンテータとしてご協力をいただきました。

「水道デジタル化の最新動向から未来の水インフラを展望する」（以下敬称略）

 開会挨拶 水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一

 ビデオメッセージ 自由民主党 水道事業促進議員連盟会長 田村 憲久

 講演「水道情報活用システムの導入支援状況等」

厚生労働省 健康・生活衛生局 水道課長補佐 武田 正太郎

 講演「水道情報活用システムの推進に向けて」

経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 ｿﾌﾄｳｪｱ・情報ｻｰﾋﾞｽ戦略室長 渡辺 琢也

 講演「スマート水道メーターについて」

公益財団法人 水道技術研究センター 技術参与 木暮 昭彦

 活動紹介「水道情報活用システム標準仕様研究会の活動紹介」

水道情報活用システム標準仕様研究会会長 新 誠一

 基調講演「デジタル化、水道行政移管の先の事業運営を展望する」

東洋大学大学院経営学研究科客員教授 石井 晴夫

 パネルディスカッション 「水道デジタル化の最新動向から未来の水インフラを展望する」

（パネリスト）

自由民主党 水道事業促進議員連盟事務局次長 川崎 秀人
経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 ｿﾌﾄｳｪｱ・情報ｻｰﾋﾞｽ戦略室長 渡辺 琢也
株式会社JECC 取締役 石﨑 洋

（コメンテーター）東洋大学大学院経営学研究科客員教授 石井 晴夫

（司会進行） 日本水道新聞 編集長 武田 教秀
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1月29日開催 鹿児島県域水道広域化推進交流会

鹿児島県 出席者：
くらし保健福祉部生活衛生課長 我部山 厚 様
くらし保健福祉部生活衛生課 水道係 水道係長 山道 哲洋 様
くらし保健福祉部生活衛生課 水道係 技術専門員 西濱 真紀 様
くらし保健福祉部生活衛生課 水道係 主事 仲 萌々菜 様
総務部市町村課 主幹（兼） 財務係長 川野 朋一 様
総務部市町村課 主査 大住 勝也 様

Copyright (C) 水道情報活用システム標準仕様研究会 All Rights Reserved.16

事業者交流会（全国説明会：2023年10月、2024年1月）

開催日 都市 参加者数 事業者様数 個別相談会

10/2 東京 23名 14事業者 6事業者

10/4 福岡 15名 10事業者 6事業者

10/5 大阪 46名 31事業者 9事業者

10/12 仙台 14名 11事業者 4事業者

1/25 山口 27名 14事業者 8事業者

1/29 鹿児島 18名 13事業者 4事業者

1/30 長崎 15名 8事業者 4事業者

合計 158名 101事業者 41事業者

1/30 鹿児島開催

 先行導入事業者である奈良市様、大津市様から事例発表をいただくとともに、個別相談会
にも同席いただき、事業者様と直接情報交換をしていただきました。

 鹿児島開催では、鹿児島県様と共同開催いたしました。今後も道府県の広域化推進プラン
の推進にあたり、共同開催などで水道情報活用システム導入促進を図ってまいります。

我部山課長

山道係長
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県等への個別説明

 県が主催する広域化検討会等において水道情報活用システムの説明や事例紹介をいたし
ました。

 「広域化推進プラン」の推進に向け、今後も県などの広域化連携会議等の検討会において
水道情報活用システムの説明のご依頼も増えており、支援を進めるとともに、先行導入事
業者と導入検討事業者をつなげることで導入促進を支援します。

開催日 会議名 主催
参加
事業
者数

7/14

第３回 県央地域における水道事
業の広域化等に関する検討会
第19回 県西地域における水道事
業の広域化等に関する検討会

神奈川県政策局
政策部土地水資源対策
課水政室

18

12/19
令和5年度 水道広域連携
圏域別ブロック会議（県北圏域）

宮崎県福祉保健部
衛生管理課

10

12/20
令和5年度 水道広域連携
圏域別ブロック会議（中部圏域）

宮崎県福祉保健部
衛生管理課

18

12/20
令和5年度 水道広域連携
圏域別ブロック会議（県西圏域）

宮崎県福祉保健部
衛生管理課

5

2/1
令和5年度
水道情報活用システム研修会

宮城県
食と暮らしの安全推進課
福島県食品生活衛生課

26

2/6
令和５年度 第２回岩手県
水道基盤強化検討会

岩手県環境生活部
県民くらしの安全課

34

2/1 令和5年度 水道情報活用システム研修会

・研修案内
・水道情報活用システムの概要について 研究会
・水道標準プラットフォームの現状について JECC
・簡易台帳アプリケーションについて JECC
・水道情報活用システムを活用した企業会計システム
の段階的共同化（事例紹介） 大津市企業局
・質疑応答

令和5年度 水道情報活用システム研修会 アジェンダ
（福島市開催）
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３．会員数の推移
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水道情報活用システム標準仕様研究会 会員の推移

 研究会会員は、2024年4月1日時点で116者となりました。
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